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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成22年4月2日(2010.4.2)

【公表番号】特表2009-526784(P2009-526784A)
【公表日】平成21年7月23日(2009.7.23)
【年通号数】公開・登録公報2009-029
【出願番号】特願2008-554549(P2008-554549)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  35/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/07     (2010.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  35/12    　　　　
   Ａ６１Ｋ  35/28    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １０７　
   Ａ６１Ｐ   7/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/00    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   5/00    　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成22年2月15日(2010.2.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者における造血幹細胞移植片の生着の増強用医薬の製造における、骨髄前駆体（ＭＰ
）細胞移植片の使用。
【請求項２】
　前記造血幹細胞移植片がサブオプティマル移植片である請求項１に記載の使用。
【請求項３】
　上記サブオプティマル移植片が約5.0×106未満のＣＤ３４＋造血幹細胞（ＨＳＣ）／患
者体重1 kg、好ましくは約1.0×106未満のＣＤ３４＋ＨＳＣ／患者体重1 kgを含む請求項
２に記載の使用。
【請求項４】
　前記サブオプティマル移植片が末梢血または骨髄から得られる請求項２または３に記載
の使用。
【請求項５】
　前記サブオプティマル移植片が臍帯血（ＵＢＣ）から得られる請求項２または３に記載
の使用。
【請求項６】
　前記サブオプティマル移植片が約4×107未満の有核細胞／患者体重1 kg、そして好まし
くは約4.0×105未満のＣＤ３４+細胞／患者体重1 kgを含む請求項５に記載の使用。
【請求項７】
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　前記サブオプティマル移植片が2未満の臍帯血単位由来の、そして好ましくは単一臍帯
血単位由来のＨＳＣを含む請求項５に記載の使用。
【請求項８】
　前記ＭＰ細胞移植片および前記ＨＳＣ移植片が前記患者に関して同種異系である請求項
１～７のいずれか１項に記載の使用。
【請求項９】
　前記同種異系移植片が前記患者に関してＭＨＣで少なくとも部分的不適化、完全不適合
化、1つまたは複数のＭＨＣ抗原で不適合化、または完全適性化される請求項８に記載の
使用。
【請求項１０】
　前記骨髄前駆細胞移植片が増殖骨髄前駆細胞を含み、そして好ましくは前記増殖骨髄前
駆細胞が同種異系骨髄前駆細胞の混合物である請求項１～９のいずれか１項に記載の使用
。
【請求項１１】
　前記同種異系骨髄前駆細胞が造血幹細胞移植片に関してＭＨＣで少なくとも部分的不適
合化される請求項１０に記載の使用。
【請求項１２】
　請求項１～９のいずれか１項に記載される造血幹細胞移植片の患者における生着の増強
に使用するための、請求項１または８～１１のいずれか１項に記載の骨髄前駆体（ＭＰ）
細胞移植片。
【請求項１３】
　患者における造血幹細胞移植片の生着の増強における同時、分割または逐次使用のため
の併合調製物としての、請求項１または８～１１のいずれか１項に記載の骨髄前駆体（Ｍ
Ｐ）細胞移植片、及び請求項１～９のいずれか１項に記載される造血幹細胞移植片を含む
物。
【請求項１４】
　前記骨髄前駆細胞移植片が前記造血幹細胞移植片と同時に投与される請求項１３に記載
の物。
【請求項１５】
　前記骨髄前駆細胞移植片が前記造血幹細胞移植から12時間以内に投与される請求項１３
に記載の物。
【請求項１６】
　請求項１または８～１１のいずれか１項に記載の骨髄前駆体細胞移植片、及び請求項１
～９のいずれか１項に記載される造血幹細胞移植片を含む組成物であって、前記骨髄前駆
体細胞、及び／又は造血幹細胞は、場合により併合前に増殖される、前記組成物。
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